
 

平成２９年度 
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 
実   施   報   告   書 

 

 
HT29101 プログラム名 北里八雲牛をつくる、たべる、しらべる～赤身牛肉と霜降り牛肉の「お

いしさ」の謎に迫る～ 

  開 催 日： 

 

  実 施 機 関： 

 （実施場所） 

 

  実施代表者： 

（所属・職名） 

受 講 生：                

関連 ＵＲＬ： 

 

平成29年 9月16日（土） 

 

北里大学 

（獣医学附属フィールドサイエンスセン

ター八雲牧場） 

小笠原 英毅 

（フィールドサイエンスセンター・助教） 

高校生 7名 

http://www.kitasato-u-fsc.jp/ 

 

【実施内容】 

【受講生にわかりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラムを

留意・工夫した点】 

1)受講生に実習内容を理解してもらいやすいように牧場実習しおりを作成し、当日配布した。 

2)実習の現場に教員または職員、大学院生をサポート役として配置した。           

3)説明内容ができるだけ具体化されるように牛を見ながらの説明、または草地での実習を試みた。 

 

【当日のスケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験内容の都合上、午後からは受講者を A班、B班（各 3名ずつ）に分け、実験を行った。なお、内容は各

班、同様である。 

 



【実施の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【事務局との協力体制】 

 実施代表者と事務局で安全体制、プログラムの内容などについて打ち合わせを行い、教職員一体となって

事業を行った。また、実施当日は事務局員が青森県十和田市より赴き、事業のサポートを行った。 

 

【広報活動】 

 八雲高校に訪問し、事業内容の周知および事業案内ポスターの提示、案内文の配布を行った。 

 

【安全配慮】 

 参加者全員に対してレクリエーション傷害保険に加入し、教職員および大学院生を参加者に常時マンツーマ

ン体制で張り付け、安全面を考慮した。また、実習開始前のオリエンテーション時に安全および防疫配慮に関

する注意喚起を行った。 

 

【今後の発展性・課題】 

 当初、参加人数を１５名と設定していたが、高校生 7名（当日１名欠席、1名午後退席）、引率 1名の計 8名

であり、参加人数が少なかった。しかしながら、大人数の場合は家畜を扱うため、安全面の配慮が行き届かな

い可能性があり、家畜を扱う際はほぼ教職員および大学院生がマンツーマンで接することが出来たため、安

全性確保のためには良かった。発展性としては本プログラムをきっかけに、今後の地域教育機関との連携が

強固になり、大学自体の事業として、大学研究の重要性理解と科研費事業における成果など研究の社会還

元事業を行うなどが考えられる。課題としては少人数募集による複数回開催を行うべきであったことと、高校

行事との兼ね合い（インターハイ予選など勝ち上がるかどうかで日程が不安定）で、連携先の高校と先を見据

えた調整が必要と感じた。 

【実施分担者】 

高橋 辰行     獣医学部・助教 

小野 泰      獣医学部フィールドサイエンスセンター八雲牧場・教育系技術係長 

工藤 翔太郎   獣医学附属フィールドサイエンスセンター八雲牧場・臨時職員 

 

【実施協力者】     2   名 

【事務担当者】 岩城 徹  獣医学部・総務課・一般職 


